
 

 

日本方言研究会 
第 91回研究発表会 

 

2010（平成 22）年 10月 22日（金） 
愛知大学 豊橋校舎 記念会館 小講堂 

 

〒441-8522 愛知県豊橋市町畑町１－１ 
交通：JR豊橋駅から徒歩 4分で新豊橋駅， 
豊橋鉄道渥美線で約 6分，愛知大学前下車 

      
▼午前の部 9時 50分～12時 30分 

 
１． 神奈川県座間市と相模原市の方言における、「結果残存」を表す補助動詞「おく」 

【野島本泰】       
 

２． 愛知県尾張方言における文末形式「ッテ」の記述的研究          【高見あずさ】  
 

３． 行為指示表現の地理的・歴史的変異 ─尊敬語命令形をめぐって─ 
【森勇太・水谷美保】       

 
▼午後の部 13時 50分～17時 40分 

 
４． 徳島県吉野川流域のアクセント ─京阪式アクセントと讃岐式アクセントの境界─  

【村田真実】       
 

５． 若年層における大阪方言アクセント変化についての一考察 
         ─二拍 4類・5類名詞と二拍助詞からなる句の観察から─        【武田佳子】 
 

６． 旧鈴鹿郡域における動物及び昆虫の昔の呼び名の調査結果について  
【桜井好基】       

 
７． ハワイのプランテーションで作られた接触方言 

         ─19世紀末生まれの日系人の録音資料に見られるコイネ日本語─ 
【朝日祥之・ダニエル ロング】       

 
 

● 懇親会 18時～20時 梢風館（生協） 会費：5000円 
 
 

 日本方言研究会事務局 〒739-8524 広島県東広島市鏡山 1-1-1 
 広島大学大学院教育学研究科 日本語教育学講座気付  

 TEL / FAX: 082-424-6870 
  URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/cdj/ E-Mail: hougen-jim@e-mail.jp 

 


